
 
 

平成２９年度事業計画 
（平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

公益社団法人大阪介護福祉士会 
 
 
 
 

Ⅰ　事業実施方針 
　公益社団法人へ移行し５年目となる平成２９年度は会員だけでなく、大阪府民全体の介護
サービスへの普及と信頼向上に努めるため、大阪介護福祉士会は、次の方針で平成２９年度事
業に取り組みます。 
１.　地域包括ケアへの移行にともないすべての介護福祉士が誇りと責任を持って活動してい
けるように、生涯研修を充実させ、介護予防の視点から当会独自の研修も取り入れ、その専
門性と介護実践力を高めていくための活動に努めます。 

２.　公益社団法人として、府民や介護福祉士を目指す学生のために、より公益性の高い活動
を行っていきます。 

３.　研修や支部活動、ホームページ等のツールを通して会員や府民が積極的に活動へ参画で
きるよう努めます。 

４.　保健・医療・福祉の各種団体及び学術研究機関並びに各行政とも積極的に連携、協力
し、介護福祉士会の活動を広げ、質の向上に努めます。 

 

平成２９年度事業計画の柱 
・会員拡大に積極的に取り組み、組織基盤の強化を図ります。 
・介護福祉士の質の向上を図るため、研修の立案、専門的な教育に関する事業を実施します。 



・府民の介護サービスに対する普及活動を進め、信頼向上に努めます。 
・広報活動を通じ、賛助会員や関係機関、他団体との連携充実を図ります。 
・介護福祉士の質に関する調査研究活動を引き続き実施します。 
 

 
Ⅱ　事業の実施に関する事項 
１　介護福祉士の質の向上を図るための調査・研究及び研修事業 

初任者研修をはじめ各種研修事業を開催し、介護福祉士の質の向上を図るため、研修の立
案、専門的教育に関する事業を行います。 

 
２　府民への介護福祉に関する情報提供及び啓発事業 

府民を対象としたセミナーの開催、広報誌やホームページを活用した情報発信、また介護福
祉士を目指す府民等のために国家試験対策講座等を実施し、介護に関する知識の普及や意識啓
発を図ります。 

 
３　介護に携わる方々（家族）に対する相談、研修事業 

介護従事者・府民からの相談や福祉の各種団体からの職場説明会の依頼等に対して積極的に
参加・支援します。 

４　福祉関係団体・機関等との連携 
　介護保険法・障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律等の社会保障を 
より充実するための事業及び団体等への委員として継続して参画します。 
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５　福祉・保健・医療その他関係団体との連携及び啓発活動に関する事業 

介護福祉士養成校・施設等や保健・医療関係団体との連携を深め、啓発活動を推進します。 
 
６　介護福祉士としての専門性を確立し、社会に貢献する事業 
生涯研修制度における研修や介護福祉士実習指導者講習会等を開催し、介護福祉士の専門性の

向上と社会貢献を推進します。 
 

７　その他、本会の目的を達成するために必要な事業 
支部会活動の充実のため支部研修や情報交換等のため、近畿ブロック研修会等へ参画します。 

 
Ⅲ　各部の活動方針・活動内容 
１．組織部 
○活動方針 
専門職能団体として社会的地位向上を図るために、継続会員の維持と新規入会の促進に積極的

に取り組みます。また、公益性を高める観点から府民や介護福祉士有資格者へ介護に関する幅広
い情報提供及び本会の活動内容のＰＲを行い、介護全般の普及・啓発を行います。 
 
○重点項目 
（１）会員数拡大に取り組みます。 
　　目標：会員数２，３００名　　賛助会員８０団体　　個人賛助会員１０名 
（２）本会主催の研修等で積極的な入会案内を行います。 
（３）府民に対して本会の活動をより広く認知されるよう、ホームページやフェイスブックなど

のＳＮＳを活用し、介護・福祉サービスの最新情報や本会活動内容等の情報発信を行いま
す。さらに、イメージキャラクター（たこやきちゃん）による広報活動も積極的に行い、本
会活動ならびに介護全般の普及・啓発を目指します。 

（４）社会福祉施設や介護福祉士養成校・各種職能団体等と連携・協力を図り、学生や各種専門
職ならびに府民へ広く介護の魅力を伝えます。さらに、施設や学生に対しての入会説明会等
も行い、総合的なＰＲ活動を進めます。 

（５）４月のバリアフリー展への参画、１１月１１日「介護の日」の普及啓発事業等を開催する
ことにより、介護福祉士会の認知度を高め、併せて府民へのＰＲを行います。 

（５）会活動の補佐を行っていただく推進委員の増員を目指し、本会活動ならびに支部活動がよ
り円滑に運営できるよう努めます。また、新たに組織部として施設部会・在宅部会・病院部
会という３つの部会を立ち上げ、それぞれの特性を生かしながら、協力・連携しあい、本会
組織がさらに強固なものになるよう運営してまいります。 

 



○今年度の事業実施におけるポイント 
（１）会員数の増加を目指すために積極的に入会促進活動を行います。具体的には、介護福祉士
養成校の学生や社会福祉施設の介護福祉士及び潜在介護福祉士の入会を強化するため、養成校や

社会福祉施設を訪問して会活動への理解を進めていきます。また、現会員の継続的な入 
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会を促す取り組み（安価で質の高い研修の開催、特定の研修修了者が加算対象となるような行政
への働きかけ等）も積極的に行い、会員数増加を目指します。 

（２）介護福祉士養成校や各種職能団体と連携を図り、福祉イベント・府民イベントに積極的に
参画することにより、府民や学生に対して広く介護サービスの魅力を伝えます。さらに、
ホームページや広報誌、本会イメージキャラクター（たこやきちゃん）によるＰＲ活動も積
極的に行い、会員拡大に繋げていきます。 

（３）介護福祉士が役割を持って働くことができるよう支援します。具体的には推進委員の奨
励、部会（施設部会・在宅部会・病院部会）の設置、指導者養成研修、支部研修会への参加
等を通じて介護福祉士としての活動の場を広げるとともに、後輩の育成指導等もできるリー
ダーとしての人材を育成します。さらに、これらを行うことにより「会員の強み」の一つと
して広く賛助会員施設や会員以外の方への情報発信を行い、会員獲得へと繋げていきます。 

 
２．事業部 
○活動方針 
介護現場での人材不足が叫ばれる中で、有資格者以外の介護職員への指導ができる介護福祉士

を育成することを目指ざします。また、介護福祉士の資格取得後のキャリアアップを促進するた
め、日本介護福祉士会の生涯研修制度に沿った研修を実施することで、大阪府民の介護福祉サー
ビスに対する信頼の向上に努めます。 
 
○重点項目 
◆公益事業 
本会の公益事業は、共通して介護サービスの質の向上を通して府民の生活向上に寄与すること

を目的として実施します。 
（１）初任者研修（年２回） 

初任者として介護福祉士の専門性と職業倫理を理解することを目的として実施します。 
（２）ファーストステップ研修（年１回） 

小規模チームのリーダーや初任者等の指導者を育成することを目的として実施します。 
（３）介護福祉士実習指導者講習会（年３回） 

介護福祉士に求められる職業倫理及び介護実践を支える人間観や介護観等を探ると共に、実
習指導者として指導力向上のため基本的な指導内容や指導のあり方を理解することを目的と
して実施します。 

（４）サービス提供責任者研修（年１回） 
介護保険制度で多くの介護福祉士がその責務を担っており、サービス提供責任者として必要
な知識を習得することを目的として実施する。 

（５）介護教員講習会（年１回） 
介護福祉士養成校等において、これからの介護福祉士養成教育をさらに充実させる目的とし
て実施します。 

（６）認知症実践者研修（年２回） 
高齢者介護実務者に対し、認知症高齢者の介護に関する実践的研修を行い、認知症介護の専 
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門職を養成することを目的として実施します。 

 
◆収益事業 
介護福祉士国家試験の受験を予定されている方々を対象とした、 本会独自に研究・分析した 

模擬試験（筆記試験）を実施します。 
（１）介護福祉士国家試験受験対策講座 
（２）介護福祉士模擬試験 
 
◆その他の研修 
　府民への介護福祉に関する情報提供と啓発事業、並びに介護に携わる方々（家族）に対する相
談、研修事業等を実施します。 
（１）看取り研修 



（２）身体拘束、虐待 
（３）介護技術研修　等 
 
○今年度事業実施におけるポイント 
新人職員に対するスキルアップ・中堅職員がチームリーダーとして機能できるような人材育成

を行い、専門職としての資質向上を目指します。また、これから介護福祉士の取得を目指す方へ
の支援を実施するにあたり、講師養成を行い様々な場面で活躍できる介護福祉士の養成を目指し
ます。 
 
３．調査研究部 
○活動方針 
介護福祉士の介護意識の実態を調査し、府民の介護福祉の質の向上に努め、また会員の要望を

把握する調査・分析活動を目指します。調査結果については、学会での発表又は専門誌での発表
を計画します。 
定期的な広報誌(年４回)の発行やホームページの活用を通して、会員や一般府民の方に広く情

報提供を行います。 
 

○重点項目 
（１）実態調査 
①各種研修会のアンケートを実施し、集計結果はホームページ上で公開します。 
②介護福祉士の質の向上等についての調査・分析を継続します。 
③会員が研究活動に参画できる仕組みづくりを継続していきます。 
④介護事業所支援・研修育成プログラムを実施します。 

（２）研究活動を進めるための書籍・資料の管理・提供 
①書籍やDVDなどを選定し、購入していきます。 
②会員への書籍やDVDなどの貸し出しを行います。 
③広報誌やホームページなどで貸出書籍や貸し出しDVDについての案内を行います。 
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○今年度事業実施におけるポイント 
（１）実態調査について 
　　介護福祉士が自らの仕事に対して誇りを持って日常業務を遂行できるために、介護福祉士の
質の評価についての質問紙調査を行います。調査方法は、無作為抽出により本会に所属する５
００名を抽出し調査票を配布、回収します。その後、集計及び自由記述から分析を進めていき
ます。 

（２）調査内容の報告について 
調査研究部を中心に学会又は専門誌での発表を計画していきます。 

 
４．支部 
○運営方針 
大阪介護福祉士会の組織を北・中・南の３支部に分割し、近隣地域での関わりを通して、より

強固な連携、協力体制を整えます。また、会員以外の方や家族介護者に対しても、介護技術の研
修やイベントを通して関わりを持ち、当事者たちの悩みや介護負担の軽減を図ります。 
　その他、他の部署とも連携、協力し、当会事業の円滑な運営推進を行います。 

　 
○活動内容 
　各支部とも年２回程度の研修を開催し、その他必要に応じて意見交換会や交流会を実施しま
す。さらには、３支部合同の支部会も年２回程度開催します。 
（研修開催時期） 
　　①４月～８月　 各支部による研修会 
　　②９月　　　　 ３支部合同研修会 
　　③１０月～２月 各支部による研修会 

④３月　　　　 ３支部合同の今年度の評価会 
 

【組織体制】 
支部   構成地域  



北支部 
能勢町・豊能町・池田市・箕面市・茨木市・高槻市・島本町・摂津市・吹田市・豊中
市・枚方市・寝屋川市・守口市・交野市・門真市・東大阪市・四条畷市・大東市 

中支部   大阪市 

南支部  
堺市・高石市・泉大津市・忠岡町・和泉市・大阪狭山市・八尾市・松原市・柏原市・藤
井寺市・羽曳野市・富田林市・河内長野市・太子町・河南町・千早赤阪村・岸和田市・
貝塚市・熊取町・泉佐野市・田尻町・泉南市・阪南市・岬町 
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平成２９年度事業計画一覧（資料） 
□公益事業 

事業名  回数  日数  期間  定員 

初任者研修 
年２回  各４日間  ①６月～７月 

②８月～９月 
各３０名 

ファーストステップ研修  年１回  １５日間  ９月～２月  ２５名 

介護福祉士実習指導者講習会 
年３回  各５日間  ①６月～７月 

②１０月～１１月 
③２月～３月 

各５０名 

介護教員講習会  年１回  ４０日間  ６月～２月  ４０名 

認知症介護実践者研修 
年２回  各８日間  ①７月～９月 

①１２月～２月 
各８０名 

サービス提供責任者研修  年１回  ３日間  ９月～１２月  ２０名 

その他の
研修 

身体拘束、虐待  年１回  １日  １１月  ３０名 
介護技術研修  年１回  ２日間  １２月～１月  ２０名 
看取り研修  年１回  ２日間  ８月～９月  ３０名 

 
□収益事業 

事業名  回数  日数  期間  定員 
介護福祉士国家試験受験対策統一模試  年１回  １日  １２月  ５０名 
介護福祉士国家試験受験直前対策  年１回  １日  １月  ５０名 

 
□その他事業 

事業名  期間  備考 
介護の日啓発事業  １１月   
広報誌の発行事業  年間４回発行   
ホームページによる情報提供  年間   
介護相談  年間   
福祉の職場説明会  年間   
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